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1. 

;胡jH及び河川|の塩分濃度と 7イソクについての報文はあるが，海水のJ3
4守によって頗度が比較的高くなっている水田 におけるケ イソク ・ツグミ モに

ついての報文は殆んどなく ，筆者の知ると乙ろでは僅かにケ イソ ヲについて

.jt~;lミ健一郎氏 (1954) のがあるだけである 。

筆者は;訣橋市大崎111]'の海岸より西}j約800m {ζ位置する大111奇島 ・大津!誌

の二小島の閏盈i水のケ イソ

ク相及びジヅ ミモ相を調査

した。

乙れら二小島における

1.8 io:i 7.1<. の i11{ ~:l'i は海水及び風

送j包等の影響を受け，内陸

水回[ζ比べて濃度が755くな

り 菜類栂{C影響を及ぼす

もの と思い，その関係lζっ

き調査したのであ る。

本報告に当り，術qうどl刻

並びにう イソヲの程'&'iの街l

Umed~ 

2000M 

|司定を n~i いた京都大学迎学部F付属大津臨海j実験所迎学博土・札;t;lミ健一郎先生，

ツプ ミモの種類の御同定を]買いた京都大学教徒学部生物教主平野実先生に感

謝の忠;を表します。

2. 

大崎j誌の大きさは，凡そ東西 1.8km，南北 1.5km，洲よりなる半島 ・本

京都市立旭丘中学校



2 藻類第9巻第l号昭和 36年 4月

島・大島の三小島を昭和 14年頃に海草航空隊を設営するために埋立したも

のである。全島は平坦な土地であって，現在は水田に利用され濯減水には井

戸水を使用している。大津島も洲より出来た島で大崎島に近接し，小橋によ

り連絡している。大きさは， 凡そ東西・南北共に 1.3kmで，中央に池があ

る平坦な土地である。土地の大部分は水田に利用され，濯j既水はここでも井

戸水を使用している。向島は砂質であるために保水性が少なく，水田の一部

が干害を受けていた。また土地の人!とよると，向島は稲作が時に塩害を受け

ることがあるとの事であり，塩害対策としては，水田への海水流入を防ぐた

めに遊水池が設けである。両島において筆者は 1958年8月14日に採集を行

なったが，採集地点における測定値は Table1.の通りである。

Table 1. 

Station Time Air temp. 
Water temp. pI-I Cl (mg/L)り

(OC) 

Osaki-jima 
A A.M. 11.00 28.0 23.5 7.1 17.3 

B A.M.12.00 29.5 27.0 8.8 16.5 

C P.M. 1.00 30.0 24.0 7.0 324.8 

D P.M. 2.00 27.5 22.5 8.0 319.6 
Otsu-jima 

E (pond) P.M. 1.40 30.0 一 8.4 643.6 

Wellの P.M. 1.30 30.0 17.0 8.0 1041.1 

1) 混索イオン濃度は MOHRの硝酸銀滴定法により測定した。

2) 井戸水の水質を測定するための誠水はモーターにより汲み出してから 5分経過後の

ものを使用した。

艮IJち大津島の図面水の Cl-(319.6~324.8 mg/L) は大崎島 (16.5~17.3 mg/ 

L)の約20倍であった。大崎島は大津島と同様に洲から出来たものであるの

に図面水の Clーが少ないのは，かつて，海水の影響を受けて塩分を含んだ地

層が，飛行場にするために埋立てられたこと，大津島より梢土地が高く海水

が侵入する危険が少ない乙となどによるものであろう。一方大津島において

井戸水の Cl-を調査したと乙ろ(深さ約150m) 1041.1 mg/Lとかなり多く含

まれていた。これは島の成因から考えると，海塩が地層中に残留しているか，

又は砂質からなる比較的透水性の大なる地層のために，地層を通して海水の

犠分が供給されることなどが考えられる。上記のうちー又は二者共に原因で
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あるかは今後の研究によらなければならない。大津島の図面水の Clーが多い

のは，上記のように Clーの多い井戸水が使用されている乙と，土壌が永年に

亘って風送塩の影響を受けていること，土壌下層部より Clーの多い水が渉出

すること(土地の人は塩分が上ってくると云っていた)などが原因としてあげ

ることが出来る。然も，これ等 Clーを含む図面水は，降雨・炎天などの天気

現象によって著しく変化し， ケイソヲ・ツヅミモの分布に更に重要な影響.を

及ぼすものと忠われる。

3. 

両島の回面水から得られたツヅミモ及びケイソヲは Table2.に示すよ

Table 2. 

Name of species 

Desmidiaceae 

1. Closterium acerosutn (SCHRANK) EHRENB. 

2. C. attenuatum EHRENB. 

3. C. Dianae EHRENB. 

4. C. Ehrenbergii MENEGH. 

5. C. Leibleinii KUTZ. 

6. C. venus KUTZ. var. itlcurvuln (BREB.) KRIEGER 

7. Pleurotaeniutn Trabecula (EHRENB.) NAEG. 

Bacil1ariophyta 

1. Cyclotella Meneghilliana KUTZ. 

2. Stephanodiscus astraea (EHRENB.) GRUN. 

3. Auliscus caelatus BAILEY 

4. 7"abellaria fenestrata (LYNGB.) KUTZ. 

5. Fragilaria pin1!ata ~ ~H~E~~~ 
var. lancettula (SCHUMANN) HUST. 

6. Cocconeis scutellum EHRENB. 

7. Achnanthes bre~~p~s~~~~~~R~ 
var. intermedia (KUTZ.) CLEVE 

8. A. exigua GRUN. 

9. A. hungarica GRUN. 

10. Frustulia vulgaris THW AITES 

11. Gyrosigma Kutzingii (GRUN.) CLEVE 

12. G. Wansbeckii (DONKIN) CLEVE 

一- ~~ 
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Name 6f species I Osaki-jima a
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13. Pleurosigmaelongatum W. SMITH 

14. Caloneis silicula (EHRENB.) CLEVE 

15. Neidium iridis (EHRENB.) CLEVE + 

16. Diploneis ovalis (HILSE) CLEVE + 
17. D. ovalis (HILSE) rÇLEV~ 

var. oblongella (NAEGELl) CLEVE 
18. Stauroneis anceps EHRENB. + 
19. Navicula cuspidata ~l!TZ. 

var. ambigua (EHRENB.) CLEVE 
幼 N.diceρhala (EHRENB.) W. SMITH 

var-neglecta(KRASSEtE)|+ 
21. N. pel・'egrina(EHRENB.) KUTZ. 

22. Pinnularia a争inaW. SMITH 

23. P. acro.ψhaeria BREBISSON + 

24. P. borealis EHRENB. var. brevicostata HUST. I + 
味~. .Braunii ÆG~UN.) 一 var.amphicφhaμ(A. MA  YER) HUST. + 
26. P. nlesolepta (EHRENB.) W. SMITH + 

27. Cyntbella turgida (GREGORY) CLEVE + 
')s.l Gomphonen'ta acutninatum EHRENB. 
o-JV ・ var.coronatum(EHRENB.)W.SMITH|+
29. G. parvulunl (KUTZ.) GRUN. 

30. Al1ψIwra ovalis KUTZ. + 

31. Rhopalodia gibberula (EHRENB.) O. MULL. + 

32. Bacillaria paradoxa GMELIN 

33. Hantzschia anψhioxys (EHRENB.) GRUN. 
34. H・4mphiozys(EHRENB.)GRUN-

var. vJyax (HANTZSCH) GRUN. 
35. Nitzsch切なnorataKRASSKE 

36. N.. Lorenziana GRUN. var. subtilis GRUN. 
，β7. N. longissi11Ja (BREB.) GR~N. 

var. reversa W. SMITH 
38. N. acicularis W.. SMITH 

39. N. obtusa W. SMITH 

40. N. obtusa W.. SMITH var. scalpelliforl1tis GRUN. 

41. N. signta (KUTZ.) W. SMITH 

42. N. stagnorum RABH. 

43. N. palea (KUTZ.) W. SMITH 

44. N. tryblionella HANTZSCH 
45. N. tryblionella ~A~:ZS~~ 

var. levidensis [Vy. SMITH) GRUN. 
46. N. tryblionella HANTZSCH var. vicωriaeGRUN. 

47. Stenopterobia interlnedia (LEWIS) 

48. Sttrirella tenera GREGORY var. nervosa MAYER 
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うに，大津島ではツヅミモ 2属6種，ケイソク 20属34種，大崎島ではツブ

ミモ 2属4種，クイソク 18属26種が得られた。

ツヅミモ相は両島共に種類数・個体数が少なく Closterium， Pleurotaeni.um 

の2属だけが認められた。乙れらのうちで，大津島では ClosteriumLeibleinii 

KUTZ.， C. venus var. incurvum， Pleurotaenium Trabecula，大!崎島では

Pleurotaenium Trabeculaの個体数が他の種類に比べて多かった。 乙れら

の種類は塩類に対する適応力を比較的にもっているものと思われる。

ケイソヲ相の構成をみるに，大津島では Nitz3chia属が種類数に富み，

出現種類数の約 1/5を占め， 他の属は極めて少なかった。優カ種としては

Bacillaria paradoxa， Achnanthes hungarica， Nitzschia tryblionella var. 

victori ae， Rho.ρalodia gibberulaが出現し，大崎島では Nitzschia，Pin-

nulariaの2属が種類数に富み，優カ種として Achnanthesexigua， Navicula 

diceρhala var. neglectaが出現し，Nitzschia tryblionella var. vicloriaeも

比較的多かった。今，乙れらの優カ種として出現した種類の麟水における生

態型をみるに， Bacillariaρlaradoxaを R.W. KOLBE氏 (1927)は中脅威主主

種， Rh~ρalodia gibberulaを H.BUDDE氏 (1931)は α中献性種?としてい

る。また Nitzschiatryblionella var. victoriaeも相当塩分が高いところで

も出現するもののようで，小島カ氏 (1950'は多摩川汽水域 (Cl-6.7g/L)にお

いて優カ種であったとしているととからも比較的塩分に対する適応力がある

ものと思われる。乙の様{ζ，大津島においては優カ種の大半が普通麟水域lと

みられるものであったが，大崎島は淡水穫が占めていた。出現したケイソヲ

の中から，普通賊水域にみられるものを挙げると，大津島では， Cyclotella 

Meneghiniana， Achnanthes brevi.μs var. intermedia， Cocconeis scutellum， 

Navicula peregrina， Gom.ρhonema parvulum， Rho，ρalodia gibberilla， 

Bacillaria ρaradoxa， Nitzschia obtusa， -var. scalρelliformis， N. try-

blionella， -var. levidensis， -var. 1Jictoriae， N. sigma， N. Lorenziana 

var. subtilis， Auliscus caelatus， Gyrosigma Wansbeckii， Pleurosigma 

elongatumの17種に及び採集種類数の 1/2を占めており，汽水的ケイソヲ

相を示していた。 また，大崎島においては Auliscuscaelatus， Rho.ρalodia 
gibberula， Nitzschia longissima var. reversa， N. sigma， N. tryblionella 

var. mctori aeの5種類で採集種類数の約1β を占めているにすぎず， Nitz-

schia tryblionella var. victoriaeを除いては少数個体を認めただけであった。

-5-
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然し， 乙の様に普通鹸水域lとみられる種類が少ないが， このうち， Aieliscus 

caelatus， Nitzschia longissima var. reversa， N. sigma， Rho.ρalodia gib-
berulaなど海水域にみられる種類であり，海の影響を多少受け乍らも内陵地

方の水田にみられる淡水のケイソク相に近い状態を示していたが，乙れは前

述のような理由により回面水の塩分が低いためであろう。

要約

1958年8月 14日 豊橋市西方部にある大津島・大崎島の水EEf'乙生育す

るケイソヲ・ツヅミモに対する海の影響について調査した結果は次の様であ

る(井戸・池を除く L
1. 大崎島水田の Clーは 16.5"，，17.3mg，ル，大津島のそれは 319.6"，，3-24.8

mg/Lであった。

2. 大崎島のケイソク 26種中， 海水域に見られるもの 4種， 弱い献水

に見られるもの 1種の計5種で，乙れらは出現種類の約 1/5にすぎず，然も

イ同体数も少なかった。即ち海の影響を多少受け乍らも，内陸水固に見られる

淡水的ケイソヲ相を示していた。一方大津島では普通鹸水域に見られるもの

が34積中 1/2を占め，然も優カ種の大半は，これらの種によって占められ，

汽水的ケイソヲ相を示していた。

3. ツヅミモは大崎島 4種・大津島 6種の 7種が分布していたが， Clー

が多かった大津島において ClosteriumLeibleinii， C. venus var. incurvum， 

Pleurotaenium Trabeculaなどは個体数が多く， 乙れらの種は比較的取分

!こ対する適応力があるものと思われる。

Summary 

1'he desmid-and diatom-flora of the paddy-fields of two small islandぉtOsaki-jima 
and Otsu-jima located about 800 meter off the shore of the western part of Toyohashi 

City， Aichi Prefecture， were studied by the author in August 14， 1958. 
The results obtained are as follows (excl. pond & well): 

1. The pH of the waters ranges from 7.0 to 8.8. The Cl":" ion in Osaki-jima 

amounts 16.5--17.3 mg/L， whi1e the one in Otsu-jima 319.6--324.8 mg/L. 

2. Diatoms in Osaki-jima are composed of 18 genera-and 26 species， of which 
9 belong to the genera Nitzschia and Pinnularia， but those in Otsu-jima， 20 genera 
and 34 species， of which 9 belong to the genus Nitzschia. 

The common diatoms in brackish..water occupied one fifth of the whole fouhd 

species in Osaki-jima， and in Otsu-jima a half of the whole. 

The main representative species in Otsu-jima are Bacilla1'ia paradoxa， Achnanthes 
hunga1・ica，Nitzschia tryblionella var. victoriae， Rhopalodia gibberula and those in. 

-6-
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Osaki-jima are Achl1anthes e.'dgua， Nαv icula diceρhala var. /Ieglecta and Nitzschia 

tryblionella var. victoriae 

3， The desmids OCCUrI巴din 0出 ki-jimaareじomposedo[ ~ genera and 4 species， 

and of 2 genera ancl 6 species in Otsu-jima 

Genus Clostet'ium ar巴 richin number of inclividuals as well as of species， 

The main r巴presentative species in Ots川 imaare PleU1-otaenium T，官 becu/a，

Closterium Leibleinii a nd Closte門 umvenus var. inCU1-vum and that in Osaki-jima 

are P Trabecula， 

These species seem to haveじomparativelythe adaptability to the lo¥V brackish守

、vater.

o 
10μ 
....... A 

ム旦J;-B 

土主ム c

2 

5)-1. D 

B 

- 7-

Explanation of 

plate 

L Bacillm-ia ρω百dO:I:a

GMELlN 

2， Cyclotella 111 eUf'[!，lu-

lIiana 1くUTZ，

3， Pl回目-osigma elollga-

tU1Jl W ， SMITIl 

'1， Nitzschia obtusa W， 

SM  ITH  va r. scalj)('lli-

fonnis GRUN， 

5， Cocconeis scu tf'llll川

EI-lRENB. 

日 Clostel-iumv円 IIIS 

KUTZ. V<ll・ 目 l1lC1tT'VU ))1 

(BR丘R.)1くRIEGER

7. Pleu.mtaelliu1Jt Trabr-

cula (EJ-IRENB.) Nλr.. 

日目 Closteriulll Lf'ibl eil1i i 

KUTZ， 

f¥. 7 B.日 R c'. 1-4 

1)， !) 
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ウ ミ ゾ ウ メ

梅

ンの毛について

崎勇*

I. UMEZAKI: On the hair of Nemalion vermiculare SURINGAR 

紅藻類の原始紅藻綱及び真正紅藻網のある科(スギノり科， オキツノり

科及びコノハノり科)を除き， 多くの種類には， しばしば毛が形成されてい

る。クミゾヲメシ目植物の多くの種類もまた，毛の存在が知られている。

ヲミゾクメシ目植物の毛についてSCHMIDLE(1899)はBalrachosρlermum

moniliforme ROTHの毛は無核であると報告したが， KYLIN (1917)は，本穫

の毛を詳細に研究し，その毛は 1核をもち，毛の伸長につれて原形質と共に

先端〈移動する乙とをみ，さらに，その毛の発生過程を研究した。 BORGESEN

(1915)は，Nemalion Schrammi BORG.の皮層糸が稀に長い毛になっている

と報告している。Nemalionmullifidum (WEB. & MOHR.) AG.の毛をCLELAND

(19l9)が研究し，その毛は 1核をもち，成長するとその幅の 50倍，またはそ

れ以上に伸長し，先端の方へ原形質も核も移動すると述べている。 SVEDELIUS

(1917)は Helminlhoradivaricala (AG.) J. AG.の毛を観察し，毛と同じ場所

に形成される単子襲よりは，その原形質が少ないととによって区別されると

報告している。

京都大学農学部水産学教室
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